
－1－ 

令和４年度（2022年度）道民経済計算年報の概要 
  令 和 ７ 年 （ 20 2 5年 ） ８ 月 

北海道経済部経済企画局経済企画課  

ポ イ ン ト 

□ 全道の状況 

・経済成長率 

令和４年度の本道経済は名目・実質ともにプラス成長となった。 

名目 １．４％ （全国 ２．３％） 

実質 １．５％ （全国 １．４％） 

・道内総生産（生産側） 

道内総生産（名目）  20兆8,893億円（対前年度 ＋2,932億円） 

・道民所得 

１人当たり道民所得 289万１千円（前年度比 ＋2.7％、＋７万５千円） 

※１人当たり国民所得 327万８千円（前年度比 ＋4.1％、＋12万８千円） 

□ 振興局別の状況 

総生産は石狩振興局がトップ、１人当たりの総生産は根室振興局がトップ 

・振興局別総生産（上位５振興局）  

①石狩９兆 9.602 億円  ②上川１兆 7,252 億円 ③胆振１兆 6,058 億円  

④十勝１兆 4,121 億円  ⑤渡島１兆 2,950 億円 

・人口１人当たり総生産（上位５振興局）  

①根室 5,266 千円 ②宗谷 5,055 千円 ③十勝 4,320 千円  

④胆振 4,304 千円 ⑤オホーツク 4,288 千円 

       

図1 経済成長率（実質）の推移 

 

（注）  １ 経済成長率は、道内・国内総生産の対前年度増加率 

２ この概要で、「Ｈ」「Ｒ」とあるのは、「平成」「令和」であり、各年度を表している。以下同様。 

３ この概要に掲載の全国値（表・グラフ）は、すべて内閣府「2023年度（令和５年度）国民経済計算年次推計」によるものである。 

       

図２ 道内総生産（名目）の推移 
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１ 道内総生産（生産側） 

 ・第１次産業は、農業は1.2％減少したが、水産業が26.9％増加したことなどから、全体では4.8％のプラ
ス。 
・第２次産業は、製造業が8.4％、建設業が6.4％減少したことなどから、全体では7.1％のマイナス。 
・第３次産業は、電気・ガス・水道・廃棄物処理業が 18.2％減少するなどしたが、運輸・郵便業が 14.0％、
卸売・小売業が5.5％増加したことなどから、全体では2.7％のプラス。 
 

表1 道内総生産（生産側 名目） 

 

 

 

・経済活動別総生産の構成比について全国と比較すると、農林水産業 4.2％（全国 0.9％）、運輸・郵便業

6.8％（同 4.5％）、保健衛生・社会事業 11.1％（同 8.1％）などが全国に比べて高く、製造業 8.7％（同

19.8％）、情報通信業3.1％（同4.9％）などが全国に比べて低くなっている。 

 
 

図３ 道（国）内総生産の経済活動別構成比（％） 

 

 
（注） 輸入品に課される税・関税他は「輸入品に課される税・関税、（控除）総資本形成に係る消費税」 

    全国にあっては統計上の不突合を含む  

(単位：億円、％)

R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4
2021 2022 2021 2022 2021 2022 2021 2022

　１．農林水産業 8,460 8,869 4.8 4.8 4.1 4.2 0.2 0.2 
　 (1)  農業 6,481 6,404 0.3 -1.2 3.1 3.1 0.0 -0.0 
　 (2)  林業 239 256 2.0 7.2 0.1 0.1 0.0 0.0 
　 (3)  水産業 1,740 2,209 26.5 26.9 0.8 1.1 0.2 0.2 
　２．鉱業 255 350 -4.6 37.1 0.1 0.2 -0.0 0.0 
　３．製造業 19,786 18,130 1.9 -8.4 9.6 8.7 0.2 -0.8 
　４．電気・ガス・水道・廃棄物処理業 7,309 5,976 1.2 -18.2 3.5 2.9 0.0 -0.6 
　５．建設業 16,843 15,772 3.2 -6.4 8.2 7.6 0.3 -0.5 
　６．卸売・小売業 28,466 30,034 4.9 5.5 13.8 14.4 0.7 0.8 
　７．運輸・郵便業 12,484 14,226 0.9 14.0 6.1 6.8 0.1 0.8 
　８．宿泊・飲食サービス業 2,896 3,646 -11.6 25.9 1.4 1.7 -0.2 0.4 
　９．情報通信業 6,751 6,553 -0.6 -2.9 3.3 3.1 -0.0 -0.1 
 １０．金融・保険業 6,241 6,586 0.9 5.5 3.0 3.2 0.0 0.2 
 １１．不動産業 23,220 23,381 0.9 0.7 11.3 11.2 0.1 0.1 
 １２．専門・科学技術，業務支援サービス業 18,031 18,243 5.8 1.2 8.8 8.7 0.5 0.1 
 １３．公務 13,739 14,294 -0.6 4.0 6.7 6.8 -0.0 0.3 
 １４．教育 8,344 8,418 -0.2 0.9 4.1 4.0 -0.0 0.0 
 １５．保健衛生・社会事業 22,943 23,192 1.7 1.1 11.1 11.1 0.2 0.1 
 １６．その他のサービス 7,550 7,729 2.9 2.4 3.7 3.7 0.1 0.1 
 １７．小計 203,320 205,401 2.1 1.0 98.7 98.3 2.1 1.0 
 １８．輸入品に課される税・関税 4,259 5,457 19.5 28.1 2.1 2.6 0.3 0.6 
 １９．（控除）総資本形成に係る消費税 1,619 1,965 -11.6 21.4 0.8 0.9 -0.1 0.2 
 ２０．道内総生産（17+18-19） 205,961 208,893 2.5 1.4 100.0 100.0 2.5 1.4 
（再掲）　　第　１　次　産　業 8,460 8,869 4.8 4.8 4.1 4.2 0.2 0.2 
　　　　　　第　２　次　産　業 36,884 34,252 2.4 -7.1 17.9 16.4 0.4 -1.3 
　　　　　　第　３　次　産　業 157,976 162,280 1.8 2.7 76.7 77.7 1.4 2.1 
（参考） 道内総生産(実質:2015暦年(平成27暦年)連鎖価格) 198,751 201,732 2.4 1.5 
（注)  増加寄与度＝(経済活動別の当年度総生産－前年度総生産)÷前年度道内総生産×100
　　   表３を除く各表の実数については、億円単位で表示しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

項目／年度
実数 対前年度増加率 構成比 増加寄与度
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２ 道民所得 
・雇用者報酬が 1.4％、財産所得が 6.2％、企業所得が 2.3％増加したことから、合計の道民所得は1.8％の

プラス。  

・１人当たり道民所得は、289万１千円と前年度に比べ ７万５千円（2.7％）増加した。全国（327万８千円） 

との差は、前年度における 33万４千円（対全国比 89.4％）から 38万７千円（同 88.2％）に拡大した。 

 

表２ 道民所得 

 
 

 

表３ １人当たり道民・国民所得の推移 

 
 

 

図４ 道民所得の推移           図５ １人当たり道（国）民所得の推移                                        

 

 
 

 

 

 

 

（単位：億円、％）

R3 R4 R3 R4 R3 R4
2021 2022 2021 2022 2021 2022

１  雇用者報酬 109,013 110,511 -0.2 1.4 74.7 74.4 
 (1) 賃金・俸給 93,203 94,449 -0.5 1.3 63.9 63.5 
 (2) 雇主の社会負担 15,810 16,062 1.7 1.6 10.8 10.8 

２  財産所得（非企業部門） 7,555 8,024 6.0 6.2 5.2 5.4 
 (1) 一般政府 33 106 43.4 223.5 0.0 0.1 
 (2) 家計 7,365 7,739 5.7 5.1 5.0 5.2 
 (3) 対家計民間非営利団体 157 179 18.8 13.8 0.1 0.1 

３  企業所得（企業部門の第1次所得バランス） 29,404 30,093 7.7 2.3 20.1 20.2 
 (1) 民間法人企業 13,662 13,837 14.0 1.3 9.4 9.3 
 (2) 公的企業 -741 -469 4.2 36.7 -0.5 -0.3 
 (3) 個人企業 16,483 16,724 2.4 1.5 11.3 11.3 
４ 道民所得 (1+2+3) 145,972 148,627 1.6 1.8 100.0 100.0 

実数 対前年度増加率 構成比
項目／年度

（単位：千円、％）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

北海道 2,456 2,464 2,561 2,596 2,697 2,707 2,790 2,815 2,874 2,749 2,816 2,891
全国 2,798 2,808 2,925 2,961 3,089 3,089 3,157 3,181 3,181 2,980 3,150 3,278
対全国比 87.8 87.7 87.6 87.7 87.3 87.6 88.4 88.5 90.3 92.2 89.4 88.2
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３ 道内総生産（支出側） 
・民間需要は、家計最終消費支出などの増加により、5.8％のプラス。 

・公的需要は、地方政府等最終消費支出や公的総固定資本形成などの増加により、4.1％のプラス。 

 道内需要に対する公的需要の割合は、前年度から0.3ポイント低下して30.1％となり、全国（25.7％）に比 

べ4.4ポイント高くなっている。 

表４ 道内総生産（支出側 名目）                                                                                                        

（注） １ 民間需要 民間最終消費支出＋民間総固定資本形成＋民間在庫変動   

２ 公的需要 地方政府等最終消費支出(全国：政府最終消費支出)＋公的総固定資本形成＋公的在庫変動 

３ （再掲）の構成比は道（国）内需要に対する比率 

 

図６ 道（国）内需要（名目）の推移

 

 

図７ 財貨・サービスの移出入（純）の推移 
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（単位：億円、％）

R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4

2021 2022 2021 2022 2021 2022 2021 2022 2021 2022

１．民間最終消費支出 115,277 121,032 2.2 5.0 56.0 57.9 1.2 2.8 53.7 55.6 

 (1) 家計最終消費支出 112,330 118,234 2.4 5.3 54.5 56.6 1.3 2.9 52.3 54.2 

 (2) 対家計民間非営利団体最終消費支出 2,947 2,798 -4.2 -5.1 1.4 1.3 -0.1 -0.1 1.4 1.4 

２．地方政府等最終消費支出（全国：政府最終消費支出） 42,018 43,999 4.3 4.7 20.4 21.1 0.9 1.0 21.4 21.5 

３．道内総資本形成 38,668 41,331 -5.2 6.9 18.8 19.8 -1.1 1.3 26.1 26.9 

 (1) 総固定資本形成 39,577 40,801 -3.2 3.1 19.2 19.5 -0.7 0.6 25.7 26.4 

    　a  民間 22,025 22,808 -2.5 3.6 10.7 10.9 -0.3 0.4 20.3 21.2 

　　　　(a) 住宅 7,869 7,737 9.8 -1.7 3.8 3.7 0.4 -0.1 3.9 3.9 

　　　　(b) 企業設備 14,156 15,071 -8.2 6.5 6.9 7.2 -0.6 0.4 16.4 17.3 

    　b  公的 17,552 17,993 -4.1 2.5 8.5 8.6 -0.4 0.2 5.4 5.2 

　　　　(a) 住宅 542 485 -0.7 -10.6 0.3 0.2 -0.0 -0.0 0.1 0.1 

　　　　(b) 企業設備 3,257 4,001 0.5 22.8 1.6 1.9 0.0 0.4 1.2 1.2 

　　　　(c) 一般政府 13,752 13,508 -5.3 -1.8 6.7 6.5 -0.4 -0.1 4.1 3.9 

 (2) 在庫変動 -909 530 -862.6 158.3 -0.4 0.3 -0.4 0.7 0.4 0.5 

      a  民間企業 -916 503 -691.1 154.9 -0.4 0.2 -0.4 0.7 0.4 0.5 

      b  公的(公的企業・一般政府） 7 27 -66.5 277.8 0.0 0.0 -0.0 0.0 -0.0 -0.0 

４．財貨・サ－ビスの移出入（純）・統計上の不突合 9,997 2,531 42.3 -74.7 4.9 1.2 1.5 -3.6 -1.2 -4.0 

 (1) 財貨・サービスの移出入（純） -7,922 -9,197 10.1 -16.1 -3.8 -4.4 0.4 -0.6 -1.2 -4.0 

 (2) 統計上の不突合 17,919 11,728 13.2 -34.6 8.7 5.6 1.0 -3.0 - -

５．道（国）内総生産（支出側） （1+2+3+4） 205,961 208,893 2.5 1.4 100.0 100.0 2.5 1.4 100.0 100.0 

(再掲)　民間需要 136,386 144,343 0.8 5.8 69.6 69.9 0.5 3.9 73.5 74.3 

　　　　公的需要 59,577 62,019 1.6 4.1 30.4 30.1 0.5 1.2 26.5 25.7 

　　　　道(国)内需要 195,964 206,362 1.1 5.3 100.0 100.0 1.0 5.0 100.0 100.0 

項目／年度

(参考)全国構成比実数 対前年度増加率 構成比 増加寄与度
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４ 地 域 

(１） 振興局別総生産（名目） 

① 総生産 

令和４年度の総生産を振興局別にみると、石狩が９兆9,602億円で最も多く、全道の47.7％を占め、

次いで上川１兆7,252億円（同8.3％）、胆振１兆6,058億円（同7.7％）、十勝１兆4,121億円（同6.8％）、

渡島１兆2,950億円（同6.2％）と続き、上位５振興局で15兆9,983億円、全道の76.6％を占めた。 

 

② 対前年度増加率 

      令和４年度の振興局別総生産の対前年度増加率をみると、檜山（6.1％）、留萌(5.5％)、オホーツ

ク(4.9％)、後志（4.3％）、宗谷（4.2％）、石狩（2.8％）、上川（2.5％）、十勝（1.6％)、釧路（1.6％）

空知（0.8％）、渡島（0.8％）の計11振興局がプラスとなった。  

一方、胆振（▲10.0％）、日高（▲0.7％）、根室（▲0.5％）の計３振興局でマイナスとなった。 

   

    

 
 

（注）対前年度増加寄与度＝（振興局の当年度総生産－前年度総生産）÷全道の前年度総生産×100 （以下、各表同様） 

 

③ １人当たり総生産 

     令和４年度の振興局別の１人当たり総生産をみると、根室が5,266千円と最も高くなっており、次

いで宗谷5,055千円、十勝4,320千円、胆振4,304千円、オホーツク4,288千円となった。 

                                                                                     

図９ 振興局別の１人当たり総生産（令和４年度） 

（注）１ １人当たり総生産＝振興局の総生産÷振興局の人口 

（注 ）２ 振興局の人口は、総務省「国勢調査」により補間推計の上、全道値（人口推計）とのギャップを修正。 

（注 ）３ 全道では 4,064千円。 

 

表５ 振興局別総生産         （単位：億円、％） 
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日
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島

檜
山

上
川
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萌

宗
谷

オ
ホ
ー
ツ
ク

十
勝

釧
路

根
室

(千円)

R4

H30 R1 R2 R3 R4 (2022) R3 R4 R3 R4

2018 2019 2020 2021 2022 構成比 2021 2022 2021 2022

空知 9,448 9,558 9,199 9,334 9,409 4.5 1.5 0.8 0.1 0.0

石狩 96,643 97,831 94,028 96,927 99,602 47.7 3.1 2.8 1.4 1.3

後志 7,340 7,345 7,209 7,370 7,686 3.7 2.2 4.3 0.1 0.2

胆振 17,841 17,670 17,215 17,846 16,058 7.7 3.7 -10.0 0.3 -0.9

日高 2,358 2,379 2,411 2,402 2,386 1.1 -0.4 -0.7 -0.0 -0.0

渡島 13,059 13,023 12,706 12,848 12,950 6.2 1.1 0.8 0.1 0.0

檜山 1,198 1,222 1,171 1,186 1,258 0.6 1.3 6.1 0.0 0.0

上川 16,975 17,146 16,420 16,834 17,252 8.3 2.5 2.5 0.2 0.2

留萌 1,603 1,609 1,606 1,609 1,697 0.8 0.2 5.5 0.0 0.0

宗谷 2,788 2,915 2,760 2,902 3,024 1.4 5.1 4.2 0.1 0.1
オホーツク 10,693 10,628 10,412 10,812 11,339 5.4 3.8 4.9 0.2 0.3

十勝 13,942 13,925 13,573 13,899 14,121 6.8 2.4 1.6 0.2 0.1

釧路 8,773 8,912 8,628 8,310 8,447 4.0 -3.7 1.6 -0.2 0.1

根室 3,618 3,773 3,583 3,681 3,665 1.8 2.7 -0.5 0.0 -0.0

全道 206,278 207,937 200,920 205,961 208,893 100.0 2.5 1.4 2.5 1.4

実　　　　数 対前年度増加率 対前年度増加寄与度

振興局

石狩

47.7%
上川

8.3%

胆振

7.7%
十勝

6.8%

渡島

6.2%

オホーツク

5.4%

空知

4.5%

釧路

4.0% 後志

3.7%

根室

1.8%
宗谷

1.4%

日高

1.1%
留萌

0.8%

檜山

0.6%

図８ 振興局別総生産のシェア（令和４年度） 
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（２） 経済活動別総生産 
① 農業 

・ 振興局別にみると、十勝が1,552億円で最も多く、全道の24.2％を占め、次いでオホーツク1,011

億円、上川646億円、根室532億円、空知487億円と上位５振興局で4,228億円、全道の66.0％を占め

た。 

・ 全道増加率（▲1.2％）に対する寄与度をみると、オホーツク（1.2％）、上川（0.8％）、日高

（0.5％）など７振興局でプラスとなり、十勝（▲2.5％）、根室（▲0.7％）、釧路（▲0.4％）な

ど７振興局でマイナスとなった。 
                         

  

 
② 水産業 

・ 振興局別にみると、オホーツクが599億円で最も多く、全道の27.1％を占め、次いで宗谷433億円、

渡島338億円、根室261億円、釧路164億円と上位５振興局で1,795億円、全道の81.3％を占めた。 

・ 全道増加率（26.9％）に対する寄与度をみると、オホーツク（8.6％）、渡島（5.8％）をはじめ、

空知を除く13振興局でプラスとなった。 
             

   
③ 製造業 

・ 振興局別にみると、石狩が5,238億円で最も多く、全道の28.9％を占め、次いで胆振3,762億円、

十勝1,552億円、渡島1,316億円、オホーツク1,305億円と上位５振興局で１兆3,173億円、全道の

72.7％を占めた。 

・ 全道増加率（▲8.4％）に対する寄与度をみると、オホーツク（0.7％）、後志、十勝（各0.4％）

など６振興局でプラスとなり、胆振（▲9.1％）、渡島（▲0.5％）、根室（▲0.3％）など８振興局で

マイナスとなった。 

  

 図 12 製造業の全道シェア（令和４年度） 表８ 製造業の振興局別総生産    （単位：億円、％）  

図 11 水産業の全道シェア（令和４年度） 表７ 水産業の振興局別総生産   （単位：億円、％） 

表６ 農業の振興局別総生産     （単位：億円、％）  

（単位：億円、％） 

図 10 農業の全道シェア（令和４年度） 

構成比

H30 R1 R2 R3 R4 R4 R3 R4 R3 R4

空知 523 539 512 467 487 7.6 -8.8 4.2 -0.7 0.3

石狩 249 266 276 285 286 4.5 3.0 0.5 0.1 0.0

後志 214 197 203 201 199 3.1 -1.0 -0.6 -0.0 -0.0 

胆振 262 283 298 313 322 5.0 4.7 3.0 0.2 0.1

日高 302 324 356 382 411 6.4 7.2 7.8 0.4 0.5

渡島 182 190 215 193 182 2.8 -10.2 -5.6 -0.3 -0.2 

檜山 75 75 73 72 65 1.0 -1.9 -9.6 -0.0 -0.1 

上川 615 670 640 594 646 10.1 -7.1 8.8 -0.7 0.8

留萌 83 89 91 87 89 1.4 -4.7 2.7 -0.1 0.0

宗谷 183 207 203 193 179 2.8 -4.7 -7.3 -0.1 -0.2 
オホーツク 920 924 928 936 1,011 15.8 0.9 8.1 0.1 1.2

十勝 1,543 1,559 1,613 1,715 1,552 24.2 6.4 -9.5 1.6 -2.5 

釧路 406 459 475 468 441 6.9 -1.5 -5.8 -0.1 -0.4 

根室 512 577 578 575 532 8.3 -0.5 -7.5 -0.0 -0.7 

全道 6,069 6,360 6,461 6,481 6,404 100.0 0.3 -1.2 0.3 -1.2 

振興局
実　　　　数 対前年度増加率 対前年度増加寄与度

十勝

24.2%

オホーツク

15.8%
上川

10.1%
根室

8.3%

空知

7.6%

釧路

6.9%

日高

6.4%

胆振

5.0%

石狩

4.5%

後志

3.1%
渡島

2.8%

宗谷

2.8%

留萌

1.4% 檜山

1.0%

構成比

H30 R1 R2 R3 R4 R4 R3 R4 R3 R4

空知 1,003 970 905 1,027 1,065 5.9 13.5 3.7 0.6 0.2

石狩 5,539 5,526 5,589 5,240 5,238 28.9 -6.2 -0.0 -1.8 -0.0 

後志 832 812 790 861 948 5.2 9.0 10.0 0.4 0.4

胆振 5,370 4,908 5,220 5,567 3,762 20.7 6.7 -32.4 1.8 -9.1 

日高 83 63 132 87 93 0.5 -34.1 6.9 -0.2 0.0

渡島 1,186 1,147 1,353 1,411 1,316 7.3 4.3 -6.7 0.3 -0.5 

檜山 50 37 39 43 41 0.2 10.6 -5.6 0.0 -0.0 

上川 1,149 1,221 1,125 1,179 1,150 6.3 4.8 -2.4 0.3 -0.1 

留萌 77 77 82 89 85 0.5 9.2 -4.9 0.0 -0.0 

宗谷 218 305 265 329 337 1.9 24.2 2.7 0.3 0.0
オホーツク 1,000 960 983 1,166 1,305 7.2 18.7 11.9 0.9 0.7

十勝 1,577 1,370 1,383 1,479 1,552 8.6 7.0 4.9 0.5 0.4

釧路 1,102 1,171 1,162 864 847 4.7 -25.7 -1.9 -1.5 -0.1 

根室 378 404 396 443 391 2.2 11.9 -11.8 0.2 -0.3 

全道 19,562 18,972 19,422 19,786 18,130 100.0 1.9 -8.4 1.9 -8.4 

振興局
実　　　　数 対前年度増加率 対前年度増加寄与度

石狩

28.9%

胆振

20.7%十勝

8.6%

渡島

7.3%

オホーツク

7.2%

上川

6.3%

空知

5.9%

後志

5.2%

釧路

4.7%

根室

2.2%
宗谷

1.9%

日高

0.5%

留萌

0.5%

檜山

0.2%

R4
H30 R1 R2 R3 R4 (2022) R3 R4 R3 R4
2018 2019 2020 2021 2022 構成比 2021 2022 2021 2022

空知 0 - - - - - - - - -
石狩 11 9 14 21 31 1.4 55.7 44.0 0.6 0.5
後志 64 63 59 64 80 3.6 8.1 25.7 0.3 0.9
胆振 85 59 56 55 84 3.8 -0.8 53.3 -0.0 1.7
日高 99 80 80 66 73 3.3 -18.0 10.1 -1.1 0.4
渡島 296 199 211 236 338 15.3 12.0 43.1 1.8 5.8
檜山 16 14 12 15 18 0.8 25.7 21.3 0.2 0.2
上川 0 0 0 0 0 0.0 8.3 92.3 0.0 0.0
留萌 57 43 47 55 76 3.4 17.7 37.5 0.6 1.2
宗谷 308 290 220 346 433 19.6 57.1 25.0 9.1 5.0

オホーツク 356 317 293 450 599 27.1 53.3 33.2 11.4 8.6
十勝 35 34 39 35 52 2.4 -11.2 50.3 -0.3 1.0
釧路 149 138 144 142 164 7.4 -1.7 15.3 -0.2 1.2
根室 273 242 200 255 261 11.8 27.5 2.3 4.0 0.3
全道 1,749 1,488 1,376 1,740 2,209 100.0 26.5 26.9 26.5 26.9

対前年度増加率 対前年度増加寄与度実　　　　数
振興局

オホーツク

27.1%

宗谷

19.6%渡島

15.3%

根室

11.8%

釧路

7.4%

胆振

3.8%

後志

3.6%
留萌

3.4%

日高

3.3%
十勝

2.4%

石狩

1.4%
檜山

0.8%
上川

0.0%

空知

－%
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④ 建設業 

・ 振興局別にみると、石狩が 5,529 億円で最も多く、全道の 35.1％を占め、次いで上川 1,495 億

円、空知 1,229億円、十勝 1,118億円、後志 1,111億円と続き、上位５振興局で１兆 482億円、全

道の 66.5％を占めた。 

・ 全道増加率（▲6.4％）に対する寄与度をみると、後志（0.5％）、檜山（0.4％）など６振興局で

プラスとなり、石狩（▲4.0％）、胆振（▲1.5％）など８振興局でマイナスとなった。 

 

⑤ 卸売・小売業 

・ 振興局別にみると、石狩が１兆6,436億円で最も多く、全道の54.7％を占め、次いで上川2,508億

円、十勝1,889億円、胆振1,748億円、渡島1,737億円と上位５振興局で２兆4,318億円、全道の81.0％

を占めた。 

・ 全道増加率（5.5％）に対する寄与度をみると、石狩（3.4％）、上川（0.4％）、胆振、渡島、十勝

（いずれも0.3％）をはじめ、全14振興局でプラスとなった。 

       

 

⑥ 宿泊・飲食サービス業 

・ 振興局別にみると、石狩が1,843億円で最も多く、全道の50.5％を占め、次いで上川314億円、渡

島258億円、胆振245億円、十勝236億円と上位５振興局で2,896億円、全道の79.4％を占めた。 

・ 全道増加率（25.9％）に対する寄与度をみると、石狩（13.4％）、上川（2.2％）、胆振、渡島、十

勝（いずれも1.7％）をはじめ、全14振興局でプラスになった。 

                                                

表 11  宿泊・飲食サービス業の振興局別総生産 

                    （単位：億円、％） 

 図 15 宿泊・飲食サービス業の全道シェア 

（令和４年度） 

 図 14 卸売・小売業の全道シェア（令和４年度） 表 10 卸売・小売業の振興局別総生産  （単位：億円、％） 

 図 13 建設業の全道シェア（令和４年度） 表９ 建設業の振興局別総生産   （単位：億円、％） 
構成比

H30 R1 R2 R3 R4 R4 R3 R4 R3 R4

空知 1,147 1,287 1,351 1,351 1,229 7.8 -0.0 -9.0 -0.0 -0.7 

石狩 4,877 5,698 5,700 6,201 5,529 35.1 8.8 -10.8 3.1 -4.0 

後志 877 914 1,039 1,028 1,111 7.0 -1.0 8.0 -0.1 0.5

胆振 1,152 1,431 1,249 1,334 1,082 6.9 6.8 -18.9 0.5 -1.5 

日高 290 334 326 342 263 1.7 4.8 -23.2 0.1 -0.5 

渡島 977 1,185 1,219 1,195 1,068 6.8 -2.0 -10.6 -0.1 -0.8 

檜山 233 275 248 253 323 2.0 1.9 27.4 0.0 0.4

上川 1,220 1,269 1,302 1,523 1,495 9.5 17.0 -1.9 1.4 -0.2 

留萌 243 259 291 278 328 2.1 -4.7 18.0 -0.1 0.3

宗谷 311 355 390 350 354 2.2 -10.1 1.3 -0.2 0.0
オホーツク 841 851 944 900 884 5.6 -4.7 -1.7 -0.3 -0.1 

十勝 1,014 1,129 1,106 1,085 1,118 7.1 -1.8 3.0 -0.1 0.2

釧路 680 740 790 675 642 4.1 -14.5 -4.9 -0.7 -0.2 

根室 325 417 363 328 347 2.2 -9.7 5.8 -0.2 0.1

全道 14,188 16,146 16,317 16,843 15,772 100.0 3.2 -6.4 3.2 -6.4 

振興局
実　　　　数 対前年度増加率 対前年度増加寄与度

構成比

H30 R1 R2 R3 R4 R4 R3 R4 R3 R4

空知 999 992 976 1,012 1,058 3.5 3.8 4.5 0.1 0.2

石狩 15,585 15,280 14,599 15,457 16,436 54.7 5.9 6.3 3.2 3.4

後志 781 766 742 764 792 2.6 3.0 3.7 0.1 0.1

胆振 1,674 1,648 1,596 1,664 1,748 5.8 4.3 5.0 0.3 0.3

日高 231 225 218 222 228 0.8 1.8 2.6 0.0 0.0

渡島 1,697 1,663 1,606 1,665 1,737 5.8 3.7 4.3 0.2 0.3

檜山 93 93 92 95 100 0.3 3.8 4.8 0.0 0.0

上川 2,405 2,370 2,301 2,394 2,508 8.3 4.0 4.7 0.3 0.4

留萌 176 172 166 169 174 0.6 2.2 3.0 0.0 0.0

宗谷 368 358 342 350 361 1.2 2.3 3.0 0.0 0.0
オホーツク 1,303 1,280 1,240 1,282 1,335 4.4 3.4 4.1 0.2 0.2

十勝 1,791 1,769 1,721 1,797 1,889 6.3 4.4 5.1 0.3 0.3

釧路 1,095 1,072 1,033 1,072 1,120 3.7 3.8 4.4 0.1 0.2

根室 515 511 498 522 549 1.8 4.6 5.3 0.1 0.1

全道 28,713 28,198 27,130 28,466 30,034 100.0 4.9 5.5 4.9 5.5

振興局
実　　　　数 対前年度増加率 対前年度増加寄与度

石狩

54.7%

上川

8.3%十勝

6.3%

胆振

5.8%

渡島

5.8%

オホーツク

4.4%

釧路

3.7%

空知

3.5%

後志

2.6%

根室

1.8%

宗谷

1.2%
日高

0.8%
留萌

0.6%

檜山

0.3%

構成比

H30 R1 R2 R3 R4 R4 R3 R4 R3 R4

空知 259 241 139 121 150 4.1 -13.0 24.0 -0.5 1.0

石狩 2,917 2,770 1,633 1,453 1,843 50.5 -11.0 26.8 -5.5 13.4

後志 220 207 121 106 133 3.6 -12.0 25.4 -0.4 0.9

胆振 405 381 222 195 245 6.7 -12.0 25.5 -0.8 1.7

日高 50 46 27 23 29 0.8 -13.0 24.0 -0.1 0.2

渡島 443 412 238 208 258 7.1 -12.7 24.3 -0.9 1.7

檜山 20 19 11 9 12 0.3 -13.0 23.8 -0.0 0.1

上川 529 495 287 252 314 8.6 -12.3 24.9 -1.1 2.2

留萌 34 32 18 16 20 0.5 -13.2 23.7 -0.1 0.1

宗谷 57 53 30 26 33 0.9 -12.9 24.1 -0.1 0.2
オホーツク 280 263 154 136 171 4.7 -11.7 25.8 -0.6 1.2

十勝 385 363 212 188 236 6.5 -11.6 25.9 -0.8 1.7

釧路 268 251 146 128 160 4.4 -12.3 24.9 -0.5 1.1

根室 72 68 39 34 43 1.2 -12.4 24.9 -0.1 0.3

全道 5,940 5,599 3,277 2,896 3,646 100.0 -11.6 25.9 -11.6 25.9

振興局
実　　　　数 対前年度増加率 対前年度増加寄与度

石狩

50.5%

上川

8.6%

渡島

7.1%
胆振

6.7%

十勝

6.5%

オホーツク

4.7%

釧路

4.4%

空知

4.1%

後志

3.6%

根室

1.2%

宗谷

0.9%
日高

0.8%
留萌

0.5%
檜山

0.3%

石狩

35.1%

上川

9.5%空知

7.8%
十勝

7.1%

後志

7.0%

胆振

6.9%

渡島

6.8%

オホーツク

5.6%

釧路

4.1%

宗谷

2.2%

根室

2.2%

留萌

2.1% 檜山

2.0%
日高

1.7%
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⑦ 保健衛生・社会事業 

・ 振興局別にみると、石狩が１兆1,208億円で最も多く、全道の48.3％を占め、次いで上川2,294億

円、渡島1,683億円、胆振1,643億円、十勝1,477億円と上位５振興局で１兆8,305億円、全道の78.9％

を占めた。   

・ 全道増加率（1.1％）に対する寄与度をみると、石狩（1.1％）、上川、十勝（各0.1％）など５振

興局でプラスとなり、空知、胆振、日高など９振興局(いずれも▲0.0％)でマイナスとなった。 

 

（３） 振興局別総生産の主な増減項目 

表 13 振興局別総生産の主な増減項目 

 

表 12  保健衛生・社会事業の振興局別総生産  （単位：億円、％） 
構成比

H30 R1 R2 R3 R4 R4 R3 R4 R3 R4

空知 1,126 1,143 1,141 1,151 1,145 4.9 0.9 -0.5 0.0 -0.0 

石狩 10,410 10,765 10,713 10,966 11,208 48.3 2.4 2.2 1.1 1.1

後志 944 971 969 986 992 4.3 1.7 0.6 0.1 0.0

胆振 1,636 1,660 1,635 1,646 1,643 7.1 0.7 -0.1 0.0 -0.0 

日高 217 218 216 216 211 0.9 -0.2 -2.2 -0.0 -0.0 

渡島 1,678 1,703 1,676 1,686 1,683 7.3 0.6 -0.2 0.0 -0.0 

檜山 115 118 121 124 123 0.5 2.1 -0.8 0.0 -0.0 

上川 2,205 2,255 2,247 2,275 2,294 9.9 1.3 0.8 0.1 0.1

留萌 138 141 143 143 142 0.6 0.5 -1.1 0.0 -0.0 

宗谷 144 147 151 154 152 0.7 1.8 -1.3 0.0 -0.0 
オホーツク 1,095 1,119 1,118 1,137 1,140 4.9 1.8 0.2 0.1 0.0

十勝 1,372 1,425 1,435 1,465 1,477 6.4 2.1 0.8 0.1 0.1

釧路 854 859 842 842 834 3.6 -0.1 -1.0 -0.0 -0.0 

根室 149 150 151 152 149 0.6 0.3 -1.5 0.0 -0.0 

全道 22,083 22,673 22,558 22,943 23,192 100.0 1.7 1.1 1.7 1.1

振興局
実　　　　数 対前年度増加率 対前年度増加寄与度

対前年度
R3 R4

2021 2022 増加率（％）

空知 9,334 9,409 0.8
建設業や電気・ガス・水道・廃棄物処理業などで減少したが、卸売・小売業や運
輸・郵便業などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

石狩 96,927 99,602 2.8
建設業や電気・ガス・水道・廃棄物処理業などで減少したが、運輸・郵便業や卸
売・小売業などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

後志 7,370 7,686 4.3
電気・ガス・水道・廃棄物処理業や教育などで減少したが、製造業や建設業など
で増加したことから、全体としてプラスとなった。

胆振 17,846 16,058 -10.0
運輸・郵便業や卸売・小売業などで増加したが、製造業や建設業などで減少した
ことから、全体としてマイナスとなった。

日高 2,402 2,386 -0.7
農業やその他のサービスなどで増加したが、建設業や電気・ガス・水道・廃棄物
処理業などで減少したことから、全体としてマイナスとなった。

渡島 12,848 12,950 0.8
建設業や電気・ガス・水道・廃棄物処理業などで減少したが、運輸・郵便業や水産
業などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

檜山 1,186 1,258 6.1
電気・ガス・水道・廃棄物処理業や農業などで減少したが、建設業や卸売・小売業
などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

上川 16,834 17,252 2.5
電気・ガス・水道・廃棄物処理業や建設業などで減少したが、卸売・小売業や運
輸・郵便業などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

留萌 1,609 1,697 5.5
電気・ガス・水道・廃棄物処理業や製造業などで減少したが、建設業や水産業な
どで増加したことから、全体としてプラスとなった。

宗谷 2,902 3,024 4.2
電気・ガス・水道・廃棄物処理業や農業などで減少したが、水産業や運輸・郵便業
などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

オホーツク 10,812 11,339 4.9
電気・ガス・水道・廃棄物処理業や建設業などで減少したが、水産業や製造業な
どで増加したことから、全体としてプラスとなった。

十勝 13,899 14,121 1.6
農業や電気・ガス・水道・廃棄物処理業などで減少したが、卸売・小売業や運輸・
郵便業などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

釧路 8,310 8,447 1.6
電気・ガス・水道・廃棄物処理業や建設業などで減少したが、運輸・郵便業や卸
売・小売業などで増加したことから、全体としてプラスとなった。

根室 3,681 3,665 -0.5
卸売・小売業や建設業などで増加したが、製造業や農業などで減少したことから、
全体としてマイナスとなった。

総生産（億円）
振興局 総生産の主な増減項目

石狩
48.3%

上川
9.9%

渡島
7.3%胆振

7.1%

十勝
6.4%

空知
4.9%

オホーツク
4.9%

後志
4.3% 釧路

3.6%

日高
0.9%

宗谷
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 図 16 保健衛生・社会事業の全道シェア 

（令和４年度） 
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